
７月10日から16日までの間、島内100カ所の展示圃場を会場に
穂肥指導会が行われました。JAの指導員から「穂肥は、適切な
時期に適切な量を散布することが重要です。ほ場毎に異なる
稲の生育状況に応じて判断してください」と、“佐渡米穂肥適
期スケール”が配付されました。配付したスケールには、葉色目
安と幼穂長と出穂前日数の基準が記載されており、「今年は茎
数がやや多い傾向にあるた
め、栄養不足にならないよ
うにしっかりと穂肥を行って
ください」との説明が行われ
ていました。説明後の質疑
では、品種ごとに異なる幼
穂長の基準や、展示圃ごと
の具体的な穂肥施用の適期
について、具体的に質問が
あがっていました。
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JA佐渡HPやフェイスブック・ツイッター・ｇ＋でも佐渡の情報が見られます

JA佐渡の公式 Ｆａｃｅｂｏｏｋ「佐渡のたんぼにっき」で佐渡の情報が見られます。https://www.facebook.com/jasadotanbo
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穂肥えの適期を見逃さないように

７月７日に、今年で30回目を迎
える「赤泊牛肉祭り」が開催さ
れ、島内外から300人近いお
客様が集まりました。年間流通
が少なく、幻級となってしまっ
た“佐渡牛”と地元野菜の食べ
放題をはじめ、子供向けには
バター作り体験も行われまし
た。参加者は皆、七輪で焼き上
げた滅多に味わうことのできな
い佐渡牛に舌鼓を打ち、屋外
の特設会場はにぎやかな笑い
声と笑顔であふれていました。
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幻の佐渡牛を堪能

一句に佐渡への想いをこめて
今年で10周年を迎える｢佐渡生きもの語り」の作品募集が、令和元年９
月末まで行われています。「佐渡生きもの語り」とは、“環境に配慮し自
然や生きものを思いやりながら農業を行う
人々”と“生物多様性の島づくりをめざし活
動を行っている人々”、“遠い地から佐渡を
思う人々”のそれぞれの｢心の語り」を、「川
柳」や「短歌」「イラスト」などで表現するも
のです。
応募された作品は、選考委員によるノミネー
ト選考と｢ＪＡ佐渡ふれあいアッセまつり｣で
の一般投票で、グランプリ作品と準グラン
プリ作品が選出されます。入賞した作品
は、お米のＰＲ等に活用される予定です。

佐渡の特産品いかがですか？
６月28日から７月２日までの５日間、イオンモール新潟
南店で新潟フェアが開催されました。佐渡産品コー
ナーには、｢朱鷺と暮らす郷」認証米のコシヒカリと
新之助をはじめ、佐渡乳業の牛乳や佐渡バター・
チーズ各種と佐渡産アスパラ・ゴーヤなどが並びまし
た。店頭には生産
者も説明に立ち、
米の栽培の特徴や
日頃の作業の苦労
話など、買い物に
見えられたお客様
からの質問に応え
ていました。

幼穂の長さや葉の色の濃さを
測るためのスケールです

大人も子供も皆で手作りバターを作りました。


